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 本稿では，少数者のライブラリが，コレクションの希少性，閲覧者
の安全性の点で重要であること，アーカイヴが，所蔵資料の脆弱性，
少数者の「自前の歴史」の構築の資源であることから重要であること，
インターネットの時代に入っても少数者のおかれた状況から重要性を
もつことを述べる．これらのことを考えるために，実際に長くライブ
ラリ・アーカイヴを維持・運営してきた LOUD にインタビューを行ない，
過去の経緯や現状を調査した．すると，さまざまな技術的課題は多々
あるものの，「いつでもふらっと立ち寄れる場」としてライブラリ・ア
ーカイヴを維持・運営することが，少数者コミュニティの再生産，構
築にとって重要であることも新知見として得られた． 
 以上から性的少数者を含む少数者コミュニティの内部・外部から支
援を行ない，ライブラリやアーカイヴの構築，維持，管理を行なうこ
とは，ライブラリ・アーカイヴにとってもコミュニティにとっても重
要であると結論する． 
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1 はじめに―本稿の目的  
 
 さまざまな社会的弱者や少数者（マイノリティ）のコミュニティ 1)
では，事務所を構え，関連する図書や資料を収集したライブラリ 2)や
アーカイヴ 3) を持つことがよく見られる 4) ．しかし日本の性的少数
者（セクシュアル・マイノリティ）5) のコミュニティの場合，これを
実現して維持しているところは残念ながら多くはない．その中で，1995
年から事務所を構え，ライブラリを維持管理し，現在も継続している
LOUD(Lesbians of Undeniable Drive)の活動は貴重である． 
 LOUD は後述するとおり，主として女性の性的少数者を対象として 90
年代から営まれているコミュニティ・スペースで，「LOUD ライブラリ」
と呼ばれる蔵書を持ち，LOUD 利用者への閲覧・貸出を行なっている． 
 本稿では，少数者のコミュニティにとってライブラリやアーカイヴ
がなぜ重要なのかを特に性的少数者について検討し，ニューズレター
とインタビューに基づいて LOUD ライブラリの設立からの経緯，現在の
システム，課題をまとめたうえで，性的少数者にとってのライブラリ
やアーカイヴのコミュニティにとっての意味を考察する． 
 
2 ライブラリやアーカイヴは少数者コミュニティにとってなぜ重要
か 
 
 2.1 ライブラリの重要性 
 第一に，少数者に関する書籍や資料は，そもそも出版・公開点数が
少なく，流通量も少ない．マジョリティの好奇心を満たすことのみを
意図し少数者にとっては侮蔑的な内容のものがそこには多く含まれる．
少数者の人権に配慮し，少数者が手にとって自身のエンパワメントに
繋げられるような書籍や資料が意図的に収集されたライブラリは，ま
ずそれだけで価値がある．性的少数者とひとくちにいってもその内実
はさまざまであり，1 冊の本を読んで「典型例」を知ったとしても，
読者にとってそれがピンポイントで必要な情報になるかどうかの保証
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はない．自分が性的少数者に該当しているか考えているような読者の
場合や，いくつかの属性が複合した状態の読者の場合はなおさらであ
る．したがって，いくつかの図書・資料を比較検討できるようなコレ
クションのあるライブラリは有用である． 
 90 年代以降はインターネットが普及し，紙媒体の書籍・資料以外の
情報も増加しているが，その内実は玉石混交であって，さまざまのリ
スクも抱えた情報であるといえる．この点，プロの編集者の手を経た
書籍や当事者によるニューズレターなどは一定の信頼性を備えており，
インターネットの時代となっても紙媒体中心のライブラリは必要であ
る． 
 第二に，少数者の中でも性的少数者は，ゴッフマンのいう「信頼を
失う事情のある者」6) であり，必ずしも「見かけだけではわからない」
7)人々である．特に若年の当事者にとって，その問題は大きい．学校
の図書室に参考図書があっても「とても手が出ない」と多くの当事者
が言う 8) ．学校という閉鎖空間でのいじめが懸念される状態の中で，
もしかしたら当事者かもしれないと思ってそうした本を手にとりたく
ても，周囲の級友や教師などにその瞬間を見られることは大きなリス
クとなる．いじめのリスクは特にジェンダーが男子の場合多く認識さ
れ 6 割程度がそう感じている 9)．こうした場合，その子どもの懸念は，
本人が実際に性的少数者当事者であるかどうかよりもむしろ，「他人に
性的少数者ではないかと疑われる」ことの方が大きくなることすらあ
る．最近では保健室などに参考書が置かれ，人目のないところで手に
とれる工夫もなされるようになってきたが，セクシュアリティに関す
るいじめを担任教師から受けた経験を 1 割以上の当事者がもつという
10)状況から，学校空間自体にリスクがあると子どもたちが考えるのは
いたしかたない．社会人になって職場に所属しても同様に，差別的言
動，解雇，いじめなどを受けた経験が報告されている 11)．筆者の 2008
年の調査時 12)には，幼少期から思春期に性的少数者と自認した当事者
が，18 歳ごろまでは誰にも相談などせずに過ごし，その後地域図書館
や大学図書館など規模の大きな図書館の書架の間で関連図書を読んだ
1 はじめに―本稿の目的  
 
 さまざまな社会的弱者や少数者（マイノリティ）のコミュニティ 1)
では，事務所を構え，関連する図書や資料を収集したライブラリ 2)や
アーカイヴ 3) を持つことがよく見られる 4) ．しかし日本の性的少数
者（セクシュアル・マイノリティ）5) のコミュニティの場合，これを
実現して維持しているところは残念ながら多くはない．その中で，1995
年から事務所を構え，ライブラリを維持管理し，現在も継続している
LOUD(Lesbians of Undeniable Drive)の活動は貴重である． 
 LOUD は後述するとおり，主として女性の性的少数者を対象として 90
年代から営まれているコミュニティ・スペースで，「LOUD ライブラリ」
と呼ばれる蔵書を持ち，LOUD 利用者への閲覧・貸出を行なっている． 
 本稿では，少数者のコミュニティにとってライブラリやアーカイヴ
がなぜ重要なのかを特に性的少数者について検討し，ニューズレター
とインタビューに基づいて LOUD ライブラリの設立からの経緯，現在の
システム，課題をまとめたうえで，性的少数者にとってのライブラリ
やアーカイヴのコミュニティにとっての意味を考察する． 
 
2 ライブラリやアーカイヴは少数者コミュニティにとってなぜ重要
か 
 
 2.1 ライブラリの重要性 
 第一に，少数者に関する書籍や資料は，そもそも出版・公開点数が
少なく，流通量も少ない．マジョリティの好奇心を満たすことのみを
意図し少数者にとっては侮蔑的な内容のものがそこには多く含まれる．
少数者の人権に配慮し，少数者が手にとって自身のエンパワメントに
繋げられるような書籍や資料が意図的に収集されたライブラリは，ま
ずそれだけで価値がある．性的少数者とひとくちにいってもその内実
はさまざまであり，1 冊の本を読んで「典型例」を知ったとしても，
読者にとってそれがピンポイントで必要な情報になるかどうかの保証
‒ 3 ‒
社会学論考  第 35 号  2014. 11
経験や，書店で見つけた関連図書を買うかどうか長い間書店の中を歩
き回って逡巡した経験などが語られた．こうした状況ではコミュニテ
ィのスペースの中などで安心して必要な情報を手にできる機会が強く
望まれるのである． 
また将来的には郵送などによる個別ユーザへ直接図書・資料が届く
方式も必要であるが，当事者であること／あるかもしれないことが露
見するのを恐れる対象としては，家族も含まれるため，配達システム
の構築にはさまざまな工夫が必要となるだろう． 
  
 2.2 アーカイヴの重要性 
 第一に，アーカイヴ一般の重要性のほかに，マイノリティのコミュ
ニティにとってのアーカイヴの重要性というものがある．社会的弱者，
少数者はときに差別や社会的排除の歴史を負っている．そして，それ
に関する資料は，マジョリティにとっては一部の特殊な人々の行ない
や社会的逸脱行動，病気などとして断片的に記録されがちである．性
的少数者についても，例えば同性（とみなされる）間の関係について，
キンズマンはこれを，「親密な性的関係が社会的に‘私的’あるいは‘個
人的’性格とされているために，同じジェンダーの性についての公的
な記録は，警察の記録，政府の報告書，新聞記事，医学的・精神医学
的な論文，そして性指南本に見られるような‘逸脱した’あるいは‘犯
罪的’な行動を除けば，ほとんどない」13)状態だったと述べている．
マイノリティに関する書籍・資料の収集はこうした分散した記録の収
集も含まれている．そのコミュニティの苦難の歴史を知るためにはそ
うしたものも必要である． 
 そして第二に，コミュニティ内部から発信されたニューズレターを
はじめとする資料，コミュニティ当事者の立場に沿って書かれた書籍
なども，マジョリティの市場の中では片隅に追いやられてしまいがち
であるから，意識的に集約してアーカイヴ化しなければならない．加
えて，社会的弱者や少数者がライブラリやアーカイヴを形成し維持発
展させることは，マジョリティの作るメインストリームの歴史に埋も
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れてしまわない「自前の歴史」を構築することに繋がる．英語圏（英
国，米国，カナダ）ではさまざまの少数者のライブラリのアーキヴィ
スト，ライブラリアンがカンファレンスを開催し，その成果が書籍と
してまとめられた 14)．この本の副題「記憶の形成」がそれを明確に物
語っている． 
 性的少数者の場合，当事者が各地に散らばって生まれ，必ずしも集
住してはいない，さまざまのカテゴリのマイノリティを含むなど，コ
ミュニティといっても空間的に分散している．そこでアーカイヴを構
築し，そこから「自前の歴史」を記述し，ある種の「想像の共同体」
（Anderson 1991=1997）を形成していくことで，当事者やアライ 15)
が帰属する「公共の場」を作ることは重要な作業となるだろう．また，
差別的な言動などのさまざまな不利益や被害，家族の形成が困難な制
度的問題など，性的少数者には人権的観点から必要とされる支援のニ
ーズが多々あるが，それらは離散的な需要 16)なのであって，個々の要
支援者は孤立している．このため離散的なマイノリティのニーズはた
とえば災害時には，その要支援者が日常当然に必要とする人権的配慮
や必要な物品についてマジョリティから「ぜいたく」「独自のニーズ」
と言われる状況が起こる 17)．こうした離散的需要を可視化するために
も，さまざまのデータや経験を集約し，記述することが必要であって，
そのための基盤としてアーカイヴが重要となるのである．  
 
3 少数者（マイノリティ）コミュニティとライブラリの推移  
 少数者コミュニティとライブラリの推移については本来は多くの紙
幅を割く必要があるが，ここでは本稿に関わる性的少数者について概
観する． 
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り，同時に近代の理想として，同じ「人権」をもつはずの人々が差別
されることへの異議申し立ても行なわれるようになった．この経緯に
ついては，既存・既知のカテゴリの人々を，いわば「手段」として貶
める差別と，近代化に伴って新たに可視化され差別されたものとがあ
る．たとえば前者としては，国民国家形成の過程で期待される男性国
民のアンチ・テーゼとして差別されるユダヤ人やゲイ男性が，G.モッ
セによって活写されている（Mosse 1985=1996，同 1996=2005）．後者
としては，両性愛や同性愛の女性がまさにそれにあたる．前近代より
このかた女性は異性愛男性の性の「対象」であり，未婚であれば父親，
既婚であれば夫の支配下に置かれ，女性に各々の性的指向があること
はおろか，性の「主体」であり得ることすら顧みられなかった（たと
えば江原 2001:143）．これが近代に至り，学校や工場などで同年齢集
団の女性が家庭から離れて生活する空間ができたことで女性が性の主
体となり得るケースや，女性が女性を愛するケースの可視化がすすん
だ．この過程は L.フェダマンが克明に描いている（Faderman 
1991=1996）． 
 社会的弱者や被差別の少数者は，コミュニティを形成して集団とし
て異議申し立てをするようになった．人種や民族，言語などにおける
少数者の場合は，出自集団がそのままコミュニティを形成し，地縁共
同体，血縁共同体と分かち難い場合もある．しかし性的少数者におい
ては殆どの場合両親はマジョリティに属しているため，孤立して生ま
れ，成育歴のどこかでコミュニティに参加するチャンスを得る場合が
ある，ということになる． 
 様々な少数者コミュニティでは，恒常的な場（オフィスやイベント
開催，蔵書やフライヤーを置くことができる空間）を得ると，ライブ
ラリやアーカイヴを整備していくことが多い．学校，家庭，マスコミ
以外のルートでの情報が当事者に届くことが必要だからだ 19)．ライブ
ラリは書籍・資料のコレクションであるだけではなく，被差別者が不
安なく書籍・資料を閲覧できる「安全な場」としても機能する．欧州
では人種・国籍・言語などの少数者の運動，米国では公民権運動や女
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性解放運動の中でこうしたライブラリは成長した．80 年代からは性的
少数者もその列に加わり，ライブラリを発展させるとともに，ニュー
ズレターなどで発信も行なった．90 年代中盤からインターネットが整
備されていくまで，書籍，資料，ニューズレターなどの紙媒体は少数
者の当事者運動の主要な資源の一つであり続けた． 
 日本の女性性的少数者の場合，初めて恒常的な場を作って活動した
のは「れ組スタジオ・東京」20)である．1985 年 5 月，グループ「れ組
のごまめ」が，ミニコミ「れ組通信」の発行を始め，1987 年 3 月には，
事務所設立のため，新たなメンバーも加わって「女性解放合同事務所
ジョキ」の中に事務所をオープンした．『れ組通信』はこの事務所開設
の際に通巻番号を No.1 に振り直し，以来 2013 年 2 月に事務所を閉め
るまでの間，No.294 号まで，ほぼ月刊で発行され続けた．以降は Web
上で活動が続き，LOUD のスペースレンタルでミーティングを持ってい
る．「れ組スタジオ・東京」においても，早い段階で図書の収集の必要
が認識されていたが，他の団体との共有事務所でスペースに問題があ
り，まとまったコレクションをもつことはなかった．筆者が訪れた
2006 年前後には，本棚数段に持ち寄った書籍や米国の当事者団体のニ
ューズレターなどが置かれ，貸出ノートに書いて借りるというシステ
ムを取っていた．この「れ組スタジオ・東京」の特筆すべき活動が，
その発行した同人誌を公共的な組織，例えば国立国会図書館，国立女
性教育会館，ドーンセンター21)などに寄贈，販売などの方法で送付し
続けたことであった．個人や自助組織などでのコレクションは失われ
る可能性も大きいが，制度化された図書館，資料室等では散逸の危険
が減る．もっともドーンセンターについては，大阪府の意向で図書購
入予算がカットされ，寄贈に切り替えたという． 
 世界規模で見ると，1980 年代からの当事者運動の成果が結実するか
たちで，今世紀に入る頃に欧米の先進工業国を中心として，結婚に関
する権利（Equal Marriage）の問題として，性的少数者の人権的配慮
や保障を行なう国や地域が多くなった．しかしこれには，宗教の問題
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以外のルートでの情報が当事者に届くことが必要だからだ 19)．ライブ
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安なく書籍・資料を閲覧できる「安全な場」としても機能する．欧州
では人種・国籍・言語などの少数者の運動，米国では公民権運動や女
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ころでは逆に締め付けが進んでいる実情がある．ギデンズは「同性愛
を容認する人の数が増えたのは，リベラルで肝要な社会風潮の蔓延に
加えて，セックスを生殖から切り離したことの必然的帰結なのである．」
とあっさり述べているが 22)，これだけでは説明されないだろう．国連
でも最初に性的少数者の権利に関する声明が出されたのはようやく
2011 年になってのことである 23)． 
 1990 年代中盤からは，ICT 化によって情報流通のありかたが変化し，
紙媒体の情報が減少し WEB 上の情報が増加した．WEB 上の情報を利用
するにはネットリテラシーが必要であることや，年少者の場合セクシ
ュアリティに関することにフィルタリングがなされて必要な情報にた
どりつけない等の問題もあるが，効果もまた大きい．一般的な効用の
ほかに特筆すべきは，第一に都市と地方の情報格差を縮めたことであ
る．たとえばグレイは米国の若年の地方在住性的少数者当事者が，イ
ンターネットを使いながら地域で生き抜く様子を描いている 24)．こう
した地方在住者の孤立感の解消に向けて，インターネットの存在は大
きな力になる．第二に，災害時など緊急の場合にも有効なことである．
たとえば 2011 年の東日本大震災の際には，仙台や東北の団体が震災直
後から，携帯電話でも見られるサイトを用いて，HIV/AIDS を持つ当事
者への服薬／断薬の注意点などの必須情報や，その他の当事者に必要
な情報を発信していた 25)． 
 WEB 情報が増加し，とりわけ団体出版物が減少するなどの変化はあ
ったが，世界的な性的少数者へのフォーカスを反映して商業出版物は
発行され続けており，過去の紙媒体は依然として保存する必要がある．
したがって，今後は WEB 上の情報も含めたライブラリ･アーカイヴの維
持・管理が必要となってくるものと思われる． 
 
4 調査 
 
 4.1 調査の目的 
 以上のような問題意識から，今回はライブラリとアーカイヴをもつ
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LOUD に関して，その現状とこれまでの歴史的経緯を出来る限り記述し，
今後のマイノリティのライブラリ・アーカイヴにとって何が大切なポ
イントであるかを明確にする目的で調査を行なった. 
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のライブラリの一つとして，LOUD 代表の大江氏にインタビュー調査を
行なった（小澤 2008a）．2009 年春からは，団体維持会員の手続きをし
て月 2 回隔週で，LOUD の資料を読むための時間を確保するイベントを
行なっている 26)． 
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LOUD ライブラリの初期の状況や経緯について，必要なことを書き取っ
た．第二に LOUD の大江氏へのインタビューを行なった．インタビュー
は小澤 2008a の調査時にも行なっており，大江氏とはその他の機会に
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を行なう．また，ユーザの立場である筆者にはわからないこともある
問題点やライブラリへの見方をニューズレターの記事やインタビュー
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とあっさり述べているが 22)，これだけでは説明されないだろう．国連
でも最初に性的少数者の権利に関する声明が出されたのはようやく
2011 年になってのことである 23)． 
 1990 年代中盤からは，ICT 化によって情報流通のありかたが変化し，
紙媒体の情報が減少し WEB 上の情報が増加した．WEB 上の情報を利用
するにはネットリテラシーが必要であることや，年少者の場合セクシ
ュアリティに関することにフィルタリングがなされて必要な情報にた
どりつけない等の問題もあるが，効果もまた大きい．一般的な効用の
ほかに特筆すべきは，第一に都市と地方の情報格差を縮めたことであ
る．たとえばグレイは米国の若年の地方在住性的少数者当事者が，イ
ンターネットを使いながら地域で生き抜く様子を描いている 24)．こう
した地方在住者の孤立感の解消に向けて，インターネットの存在は大
きな力になる．第二に，災害時など緊急の場合にも有効なことである．
たとえば 2011 年の東日本大震災の際には，仙台や東北の団体が震災直
後から，携帯電話でも見られるサイトを用いて，HIV/AIDS を持つ当事
者への服薬／断薬の注意点などの必須情報や，その他の当事者に必要
な情報を発信していた 25)． 
 WEB 情報が増加し，とりわけ団体出版物が減少するなどの変化はあ
ったが，世界的な性的少数者へのフォーカスを反映して商業出版物は
発行され続けており，過去の紙媒体は依然として保存する必要がある．
したがって，今後は WEB 上の情報も含めたライブラリ･アーカイヴの維
持・管理が必要となってくるものと思われる． 
 
4 調査 
 
 4.1 調査の目的 
 以上のような問題意識から，今回はライブラリとアーカイヴをもつ
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 LOUD(Lesbians of Undeniable Drive)は 1995 年 6 月に 3 人のレズビ
アンによって設立され，長らく「バイセクシュアルとレズビアン女性
のためのスペース」と銘打って，度重なる財政的危機を乗り越えて運
営されてきた．現在サイトのトップページ 27)では「レズビアンやバイ
セクシュアルの女性をはじめとするセクシュアルマイノリティーズの
当事者とそれを応援する非当事者が自由に活用できるフリースペース」
と説明されており，2014 年 3 月にビッグイシュー基金から発行された
『社会的不利・困難を抱える若者応援プログラム集』でも，利用でき
る対象として性別を記載していない．しかし，LOUD のサイトの「About 
LOUD」のページ 28) では 
 
 LOUD はレズビアンやバイセクシュアルの女性のためのコミ
 ュニティです． 
 個人のセクシュアリティが多様であるのは当然ではありま
 すが，現在の社会は，こと“性の問題”に関しては閉鎖的で，
 異性愛がごく当たり前の通念とされています．同性愛に対す
 る偏見や無理解，無関心により，女性，特にセクシュアルマ
 イノリティ女性が，まだまだ生きにくい状況下にあります．
 そのため LOUD は“あえてセクシュアリティにこだわる”立
 場を設立当初から，一貫して通してきました．私達の社会に
 は異性愛者だけでなく，たくさんの同性愛者や両性愛者が存
 在していることをきちんと表明していくためです．これは
 LOUD というコミュニティの重要な役割のひとつであると考
 えます． 
 個人の様々な生き方が尊重され，セクシュアリティによって
 差別されたり，不利益を被ることのない，真の意味で寛容な
 成熟した社会になるまでは，この姿勢を変えることはありま
 せん．今後ともセクシュアリティを越えて，多くのみなさま
 からのご支持，ご支援を賜りたく，どうぞよろしくお願い致
 します． 
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 という従前からの説明が残されている．現在は過渡期にあるといえる
かもしれないが，いずれにしても性差別が存在するかぎり，女性当事
者を主体とする活動に重きを置く方向と考えられる． 
 現在の LOUD は，東京都中野区の１K ほどのスペースで，代表の大江
千束氏，副代表の小川葉子氏，鹿賀理恵子氏の 3 名のスタッフにより
運営されている．LOUD 主催のイベントは月 2 回で，うち 1 回の「キャ
ンドルナイト」については女子 29)のみ利用となっている．その他の日
には午前・午後・夜間の 3 枠に分けて有料でスペースや備品を貸し出
している．運営費用はこれらのイベント収益やスペースレンタル料に
加え，維持会員制度 30)に依拠している．定期的にスペースを借りる団
体は団体維持会員となることになっている．室内にはライブラリの他，
キオスクと呼ばれる売店（関連グッズ，新刊書籍や同人誌，古本など），
LOUD を連絡先とする諸団体のためのメールボックスや棚，フライヤー
置き場，キッチンなどがある． 
 
 5.2 現在の LOUD ライブラリ 
 ライブラリはスチール本棚にして約 4 本分程度の量が開架で公開さ
れており，一部未整理のものや閉架のものもある．主な書架の上には
「LOUD ライブラリ」と表示され，維持会員であれば貸出を受けられる
旨の案内がなされている． 
 所蔵されているのは和洋図書，定期刊行物，90 年代以降の性的少数
者関係団体のニューズレターなどで，その内容は小説やコミックから
専門書，研究報告，学会誌，など多岐にわたる．これらはそのほぼす
べてが寄贈によって収蔵されたものである．目録作成は進行中であり，
蔵書全体の規模は現状では不明である．副本のあるものもあるが，こ
れは現在入手が困難な貴重書に限られている． 
 収蔵される図書，資料のジャンルは，バイセクシュアルやレズビア
ン関連にとどまらず，ゲイやトランスジェンダー，性同一性障害（GID）
31)，インターセクシュアル 32)関連のものも収蔵される．また，フェミ
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ニズムや人権関係書籍なども含まれる． 
 閲覧は LOUD 主催イベントおよび，スペースをレンタルされた団体の
催しのときに，参加者が自由に行なうことができる．貸出も同様であ
るが，現在は維持会員に登録した利用者のみに限られている 33)．ただ
し，諸団体のニューズレター，研究報告書など一部の資料は貸出禁止
となっている．これはそれらのニューズレターや研究報告書がライブ
ラリの所蔵品であると同時にアーカイヴとして認識されているからで
あろう． 
 
 5.3 これまでの図書収蔵，貸出に関する経緯 
 ライブラリの経緯を述べるには，例えば利用者数や貸出点数の推移
などのデータがあればよりわかりやすいだろう．しかし性的少数者の
コミュニティでは，個人情報が万一漏洩した場合に被る差別や，そう
いう差別があるという不安から，個人情報に関することは収集しない
慣習がある．維持会員の名簿がある LOUD はそういう意味では極めてま
れな存在であるが，図書の貸出記録は保管しないなど，コミュニティ
の慣習に沿って運営されている．そこで今回は LOUD NEWS の記事や大
江氏へのインタビューから，ライブラリのこれまでの経緯を記述する． 
 LOUD ライブラリは，LOUD の創設時からスタートしている．当時の状
況を大江氏は「スペースができたら本が集まってきた」と述懐してい
る．初期の LOUD NEWS を見ると，創設後 3 カ月の 9 月時点ですでに図
書の貸出／返却を行なっており，「図書開館」という文字が見える 34)． 
 LOUD NEWS 中では「図書コーナー」として記載されることが多く，
1998 年の No.8 では「図書担当よりご案内…図書コーナーをご利用く
ださい」という記事があり「国内の本が約 160 冊，海外の本が約 120
冊」としたうえで， 
 各地のミニコミ誌やニューズレターには，気軽なおしゃべり
 気分の記事や独特のテーマがあって，それぞれに個性的． 
 今では手に入りにくい希少本『別冊宝島／女を愛する女たち
 の物語』から，欧米の都市のタウンガイド―イエロー／ピン
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 クページ，小説，同性愛やフェミニズムについての研究報告
 書まで，多彩に取りそろえて(?)います． 
と書架の状況を伝えている 35)． 
 このころの貸出システムは，本の希少性によって段階をつけた貸出
料とデポジットを支払って 5 冊まで 2 ヶ月間借りられ，デポジットは
資料返却時に利用者に返却されるというものであった．デポジットは
当初は，希少本は 3000 円と高く設定され，入手可能とされたものは定
価であった．しかしこれでは相当の持ち合わせがないと本を借りられ
ないので，デポジット，利用料ともにだんだんと引き下げられ，最終
的にはどちらも撤廃された． 
 1999 年 9 月の LOUD NEWS には「図書に加えて VIDEO を貸し出すこと
になりました．」とあるが，映像資料については 2000 年代中盤には書
架に殆どなく，紙媒体がメインの状況が現在も続いている 36)．同じく
1999 年 9 月には「ライブラリを充実させるため，スタッフ自前の新刊
書や VIDEO などで提供できるものを持ち寄ろうと話しました．」という
記載があり，LOUD NEWS の中で初めて「ライブラリ」の文字が記され
ている．この頃にはスタッフの中では，「図書コーナー」と呼んでいる
収蔵資料を一定の目的や収蔵意図をもったコレクションとする意図が
あったものと推察される 37)． 
 初期の図書利用，とりわけ貸出・返却の多くは，LOUD 主催のオープ
ンデイおよび読書会(1998年 9月より数年開催された)になされており，
オープンデイが主な利用機会であることは現在まであまり変化がない．
このほかに，スペースレンタルしているイベントでの利用があり，定
期利用イベントの責任者には貸出・返却の手続きがあらかじめ説明さ
れている．先述した筆者のイベントでは，貸出・返却よりも，維持会
員費を負担と感ずる若い利用者がイベント料金のみの支払いで，集中
して蔵書を読んで行く利用形態が多い． 
 
 5.4 今後の課題 
 LOUD ライブラリの今後に向けては，いくつかの課題があることもわ
ニズムや人権関係書籍なども含まれる． 
 閲覧は LOUD 主催イベントおよび，スペースをレンタルされた団体の
催しのときに，参加者が自由に行なうことができる．貸出も同様であ
るが，現在は維持会員に登録した利用者のみに限られている 33)．ただ
し，諸団体のニューズレター，研究報告書など一部の資料は貸出禁止
となっている．これはそれらのニューズレターや研究報告書がライブ
ラリの所蔵品であると同時にアーカイヴとして認識されているからで
あろう． 
 
 5.3 これまでの図書収蔵，貸出に関する経緯 
 ライブラリの経緯を述べるには，例えば利用者数や貸出点数の推移
などのデータがあればよりわかりやすいだろう．しかし性的少数者の
コミュニティでは，個人情報が万一漏洩した場合に被る差別や，そう
いう差別があるという不安から，個人情報に関することは収集しない
慣習がある．維持会員の名簿がある LOUD はそういう意味では極めてま
れな存在であるが，図書の貸出記録は保管しないなど，コミュニティ
の慣習に沿って運営されている．そこで今回は LOUD NEWS の記事や大
江氏へのインタビューから，ライブラリのこれまでの経緯を記述する． 
 LOUD ライブラリは，LOUD の創設時からスタートしている．当時の状
況を大江氏は「スペースができたら本が集まってきた」と述懐してい
る．初期の LOUD NEWS を見ると，創設後 3 カ月の 9 月時点ですでに図
書の貸出／返却を行なっており，「図書開館」という文字が見える 34)． 
 LOUD NEWS 中では「図書コーナー」として記載されることが多く，
1998 年の No.8 では「図書担当よりご案内…図書コーナーをご利用く
ださい」という記事があり「国内の本が約 160 冊，海外の本が約 120
冊」としたうえで， 
 各地のミニコミ誌やニューズレターには，気軽なおしゃべり
 気分の記事や独特のテーマがあって，それぞれに個性的． 
 今では手に入りにくい希少本『別冊宝島／女を愛する女たち
 の物語』から，欧米の都市のタウンガイド―イエロー／ピン
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かった．第一に，収蔵書が寄贈本によるもので，体系的な選書が困難
であること，第二に，利用を促進することと蔵書の紛失とが表裏一体
の関係になっていて，解決に至らないでいること，第三に収蔵資料が
大量で，蔵書目録が完成できないでいること，そして第四に，1980 年
代後半からのニューズレターや雑誌などを中心として，デジタル・ア
ーカイヴが必要と思われる資料を抱えていること，などである．そし
てこれらの課題を解決するには資金的な問題が大きく関わる．これら
の課題については稿を改めて考察したいと考えている． 
 
6 考察 
 
 6.1 いつでもふらっと立ち寄れる場 
 大江氏に LOUD の「夢」を語ってもらったところ，まず Web 目録と，
郵送による図書貸出の実現を挙げたうえで，こう述べている．「わたし
は図書館が好きでよく通っていました．間が持てない気分のときなど
に，特に行っていました．セクマイの人はいろいろ抱えている人も多
いので，いつでも LOUD に来て落ち着けるとか本が読めるとか，いつで
もふらっと立ち寄れるという場にしたい．それには図書は欠かせない
もので，その意味は大きいと思っています．」すなわち，ライブラリは
ライブラリとしてだけ意義があるのではなく，実際に足を運ばずに資
料が手に取れる状況を作ってもなお，性的少数者当事者がいつでも行
かれる安心して過ごせる場所が必要で，そこに付随して図書（図書館
のような場）が必要だ，ということである．その理由を今回のインタ
ビューでは大江氏は詳しくは語っていない．しかし，日常の LOUD 主催
イベントなどでは，新しくコミュニティにアクセスしてくる人々や一
人で参加する人々を，LOUD スタッフは大切にしている．初めて新しい
人の輪に加わろうとする人々にとって，あるいは日常生活の中で居心
地の悪い思いをし，ようやく安全な場に逃げてきた人々にとって，ラ
イブラリの本があることが，大江氏にとっては自明に必要なことなの
だと筆者は理解している． 
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 LOUD の場合はスペースレンタルを行なっているので，スタッフが完
全常駐することは現在の場所では無理であるが，利用の少ない平日の
午前・午後なども，資金面の手当てができればオープンできる可能性
がある．4.2 で述べた筆者のイベントは，それを月 2 回に限って実現
しようする試みでもあるが，個人の力だけではそれ以上は難しい． 
 ただ，外部からの資金が一時的であると，継続に困難が生ずる．横
浜にある特定非営利活動法人 SHIP38)では，神奈川県とコラボレートし
て一時期常設スペースを確保したが，神奈川県の助成が切れることに
なり一時存続の危機に瀕した．幸い NPO 化され，現在も限られた時間
ではあるが「SHIP にじいろキャビン」39)として週 4 回のオープン日を
設定している．場を確保したことでこの団体も図書のコレクションを
持っていて，「本棚」と呼ばれる 200 冊程度の本があってだれでも手に
とれ，LOUD と同様コミュニティ参加者に利用されている 40)．SHIP の
ように公的制度に乗ることで常設化に近づくという方向もある 41)．お
りしも認定 NPO 法人制度が危機にあるが 42)，公的制度を利用すること
も一つの方法である． 
 定期的に利用できるスペースは SHIP 以外にも各地で立ちあげられ
ている．愛媛県松山市では，「レインボープライド愛媛」43)によって，
「えひめ LGBT センター虹力（nizi-kara）スペース」44)が誕生し，土
日と平日の一部にオープンしている．ここでも本を集める呼びかけが
なされており，今後コレクションが充実することが期待される．青森
県青森市では，コミュニティカフェ＆バーというかたちで 2014 年 4
月に新たなコミュニティ・スペースが作られた．この「Osora ni Niji 
wo Kake Mashita」45)でも関連書籍が収集され，寛ぎながら安心して本
を読める空間が実現されている．群馬県館林市では，2010 年から地域
おこし事業の「館林下町夜市」で月 1 回，性的少数者の存在を前提と
して営まれる「Bar おっかまん」があったが，2014 年 6 月からはこれ
と併行して常設の場である「Dining Bar FAT CATS」がオープンするこ
とになった 46)．ここでも継続的に，性的少数者関係および，障碍のあ
る人，労働，外国人労働者の困難などに関する書籍・資料を常備して
かった．第一に，収蔵書が寄贈本によるもので，体系的な選書が困難
であること，第二に，利用を促進することと蔵書の紛失とが表裏一体
の関係になっていて，解決に至らないでいること，第三に収蔵資料が
大量で，蔵書目録が完成できないでいること，そして第四に，1980 年
代後半からのニューズレターや雑誌などを中心として，デジタル・ア
ーカイヴが必要と思われる資料を抱えていること，などである．そし
てこれらの課題を解決するには資金的な問題が大きく関わる．これら
の課題については稿を改めて考察したいと考えている． 
 
6 考察 
 
 6.1 いつでもふらっと立ち寄れる場 
 大江氏に LOUD の「夢」を語ってもらったところ，まず Web 目録と，
郵送による図書貸出の実現を挙げたうえで，こう述べている．「わたし
は図書館が好きでよく通っていました．間が持てない気分のときなど
に，特に行っていました．セクマイの人はいろいろ抱えている人も多
いので，いつでも LOUD に来て落ち着けるとか本が読めるとか，いつで
もふらっと立ち寄れるという場にしたい．それには図書は欠かせない
もので，その意味は大きいと思っています．」すなわち，ライブラリは
ライブラリとしてだけ意義があるのではなく，実際に足を運ばずに資
料が手に取れる状況を作ってもなお，性的少数者当事者がいつでも行
かれる安心して過ごせる場所が必要で，そこに付随して図書（図書館
のような場）が必要だ，ということである．その理由を今回のインタ
ビューでは大江氏は詳しくは語っていない．しかし，日常の LOUD 主催
イベントなどでは，新しくコミュニティにアクセスしてくる人々や一
人で参加する人々を，LOUD スタッフは大切にしている．初めて新しい
人の輪に加わろうとする人々にとって，あるいは日常生活の中で居心
地の悪い思いをし，ようやく安全な場に逃げてきた人々にとって，ラ
イブラリの本があることが，大江氏にとっては自明に必要なことなの
だと筆者は理解している． 
‒ 15 ‒
社会学論考  第 35 号  2014. 11
いる． 
 「いつでもふらっと立ち寄れる場」，というと，オルデンバーグの『サ
ードプレイス』47)が想起されるところである．残念ながらオルデンバ
ーグの想定する「コミュニティの核になるとびきり居心地のよい場所」
には問題点がある．第一にジェンダー分離が重要な鍵となっており，
そこではステレオタイプのジェンダー役割しか期待されていない．第
二にさまざまなマイノリティ（民族，国家，言語，人種などの）につ
いての配慮がない．したがって，そのままでは性的少数者のコミュニ
ティには通用しない 48)．安心できる「居心地のよい場所」に質の高い
会話が必要である，というオルデンバーグの主張は首肯できる．しか
し，そのような場所を作ったら自動的に「質の高い会話」が生まれる
だろうか． 
 性的少数者コミュニティに集まる当事者やアライはそれぞれに個別
の事情を抱え個別の目的を持っている．自分が性的少数者であるか自
問している利用者もあれば，自分の属性についてのアイデンティティ
にある程度の納得をしたうえでパートナーを探しに来る人もある．異
性愛社会のなかで日々嘘やごまかしをすることを，コミュニティの中
だけではとりあえず中断したいとやってくる人もある．そうしたいろ
いろな状況の人がいるところで，特にコミュニティに加わったばかり
の人のような場合，何を話したらよいのかわからない，ということも
起こる．そのときその場に関連図書・資料があれば，まずは他の参加
者と，本の話をすることで関係を作ることができる．一人でしか読む
ことができなかったそれらの本について，他の人の感想を聞くことも
できる．そうした相互関係を作る場としても，コミュニティは大切で
あり，その中でのライブラリの意義は大きい． 
 さらに，自分や他人の属性について深く考え，性的少数者に関わる
文化，文学，社会学などを専門分野とする若い学生や研究者も増加し
ている．こうした人々には，過去の資料に接することのできるライブ
ラリやアーカイヴが必要であり，クィア学会設立大会のシンポジウム
でもこの点が指摘されている 49)．また，これに先立つ設立準備会にお
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いては，クィア・スタディーズを研究する，当事者を含む学生・院生
の孤立感が大きいという問題が話し合われた．この人々にとっては，
所蔵された資料だけでなく，議論の場としても，ライブラリやアーカ
イヴをもつ場が意味をもつこととなる 50)． 
 
 6.2 ライブラリと，コミュニティの再生産，創造へ 
 デランティは『コミュニティ：グローバル化と社会理論の変容』51)
の中で，西欧の多文化主義が限界を迎えていることを受けて，「異議申
し立てのコミュニティ」を論じている(Delanty 2003=2006:153-180)．
この章では第 1 節でハーバマス，トゥレーヌ，バウマンの所説を検討
したうえで第 2 節において社会運動に関する研究から得られる，コミ
ュニティが，個人が集団的行為に参加することによって構築されるも
のだという見方を，リヒターマン，メルッチなどを引いて紹介してい
る．メルッチが扱っている「新しい社会運動」の中には「ゲイの権利
運動」も含まれる．こうして見ると，「異議申し立てのコミュニティ」
の考え方は実際のところ，地縁・血縁共同体にセクシュアリティにつ
いては帰属できず，都市への移動 (metronormativity)52) はしても集
住しない，日常的には殆どの場合，一般社会のなかに溶け込んで暮ら
している性的少数者やアライが慣習的に用いてきた，関係者の緩やか
なネットワークである性的少数者の「コミュニティ」に非常に親和的
なのではないか． 
 この章の結論の中でデランティは「現代のコミュニティは，よりい
っそう意図的に構築されるものであり，集団形成（グルーピング）で
ある．すなわち，それは『構造』というより『実践』の産物である．
コミュニティは再生産されるものというより，創造されるものである．
ブルデュー(1990)53)にならって，私たちは，コミュニティとは帰属を
構成する実践の組み合わせ（セット）であると主張することができる．
これらの実践について特徴的なことは――この点でブルデューを超え
ることになるが――それらが基本的にコミュニケーションによって再
生産されるということである 54)．」と述べている． 
いる． 
 「いつでもふらっと立ち寄れる場」，というと，オルデンバーグの『サ
ードプレイス』47)が想起されるところである．残念ながらオルデンバ
ーグの想定する「コミュニティの核になるとびきり居心地のよい場所」
には問題点がある．第一にジェンダー分離が重要な鍵となっており，
そこではステレオタイプのジェンダー役割しか期待されていない．第
二にさまざまなマイノリティ（民族，国家，言語，人種などの）につ
いての配慮がない．したがって，そのままでは性的少数者のコミュニ
ティには通用しない 48)．安心できる「居心地のよい場所」に質の高い
会話が必要である，というオルデンバーグの主張は首肯できる．しか
し，そのような場所を作ったら自動的に「質の高い会話」が生まれる
だろうか． 
 性的少数者コミュニティに集まる当事者やアライはそれぞれに個別
の事情を抱え個別の目的を持っている．自分が性的少数者であるか自
問している利用者もあれば，自分の属性についてのアイデンティティ
にある程度の納得をしたうえでパートナーを探しに来る人もある．異
性愛社会のなかで日々嘘やごまかしをすることを，コミュニティの中
だけではとりあえず中断したいとやってくる人もある．そうしたいろ
いろな状況の人がいるところで，特にコミュニティに加わったばかり
の人のような場合，何を話したらよいのかわからない，ということも
起こる．そのときその場に関連図書・資料があれば，まずは他の参加
者と，本の話をすることで関係を作ることができる．一人でしか読む
ことができなかったそれらの本について，他の人の感想を聞くことも
できる．そうした相互関係を作る場としても，コミュニティは大切で
あり，その中でのライブラリの意義は大きい． 
 さらに，自分や他人の属性について深く考え，性的少数者に関わる
文化，文学，社会学などを専門分野とする若い学生や研究者も増加し
ている．こうした人々には，過去の資料に接することのできるライブ
ラリやアーカイヴが必要であり，クィア学会設立大会のシンポジウム
でもこの点が指摘されている 49)．また，これに先立つ設立準備会にお
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 ここで，前節で紹介した大江氏による「LOUD の夢」は示唆的である．
性的少数者のコミュニティは，セクシュアリティについてその一部が
一般的でない属性をもつ，あるいはセクシュアリティの一般的見方に
懐疑的である，ということ以外には共通性をもたないような，さまざ
まな人々の集合体である．それぞれが抱く自己アイデンティティも多
様である．それでも世間的に「性的少数者」としてひとくくりに扱わ
れるときに「異議を申し立て」たり，一定の「帰属感」を求めようと
するとき，そのコミュニティは，議論や対話によって，不断に再生産
を行ない構築し続ける必要があるのである．しかし多様な成員が入れ
換わりつつ集まるとき，共通の話題が簡単に見つからないこともある．
このとき，ライブラリがあってその蔵書について語ることができ，ア
ーカイヴがあってその集団の歴史的経緯を知ることができることは，
コミュニティの実践，すなわち再生産や構築に非常に重要な資源とな
るのである．ライブラリやアーカイヴがコミュニティそれ自体の再構
築，再構成に寄与することは，筆者にとっては今回得られた新知見で
あった． 
 
７ 結論 
 
 本稿では，少数者のライブラリが，コレクションの希少性，閲覧者
の安全性の点で重要であること，アーカイヴが，所蔵資料の脆弱性，
少数者の「自前の歴史」の構築の資源であることから重要であること，
インターネットの時代に入っても少数者のおかれた状況から重要性を
もつことを述べた． 
 これらのことを考えるために，実際に長くライブラリ・アーカイヴ
を維持・運営してきた LOUD の過去の経緯や現状を調査した． 
 この調査から，さまざまな技術的課題は多々あるものの，ひろく一
般からの理解を得つつ，「いつでもふらっと立ち寄れる場」としてライ
ブラリ・アーカイヴを維持・運営することが，少数者コミュニティの
再生産，構築にとっても重要であることが新知見として得られた． 
‒ 18 ‒
社会学論考  第 35 号  2014. 11
 以上から，性的少数者を含む少数者コミュニティの内部・外部から
支援を行ない，ライブラリ・やアーカイヴの構築，維持，管理を行な
うことは重要であると結論する．今後は，今回の調査で明らかになっ
たが詳述できなかった技術的側面の個別の検討，さらには，考察で検
討したコミュニティ論や社会運動論の中でのライブラリ・アーカイヴ
の位置づけやありかたについて考えていきたい． 
 
注 
 
1) コミュニティという用語には議論も多いが，ここでは特に断らない限
り，性的少数者コミュニティの習慣にならっておく．すなわち，少数者
やアライ(注 15 参照)の形成するゆるやかな人的ネットワークであって，
一時的あるいは恒常的な場（スペース）を伴う場合もある，という意味
でこの用語を用いる．広くは各国の性的少数者やアライのコミュニティ
があり，その中に入れ子状に，地域あるいは性別その他の属性などによ
るさまざまのコミュニティがあり，時には重なり合いながら存在してい
る．その中には恒常的スペースを持つもの，定期的に成員が集まるもの，
営利のもの，非営利のものなど，いろいろなものが含まれる． 
2）本稿ではライブラリを，一定の傾向や意図をもった図書・資料などの
コレクションを有し利用に供する図書館，図書室やそれに準ずるものの
意味で用いる．高山・岸田 2011 においては「『蔵書・施設・職員』が揃
って初めて，図書館という制度・組織が成立し，その使命(mission)を
実現するための図書館サービスというアウトプットを産出することが
可能となる．」と説明されているが，性的少数者のライブラリの場合，
専用施設ではなくコミュニティのスペースに置かれており，そのことに
意味があること，専門性を持った職員がおらず，ボランティアによって
運営されていることなどから，図書館という語の一般的イメージからは
外れる．このため本稿ではライブラリと呼ぶことにする． 
3）アーカイヴとは資料・文書その他が保存されたもの，またはその保存
場所という意味で用いる．アーカイヴももちろん利用に供されるが，利
 ここで，前節で紹介した大江氏による「LOUD の夢」は示唆的である．
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懐疑的である，ということ以外には共通性をもたないような，さまざ
まな人々の集合体である．それぞれが抱く自己アイデンティティも多
様である．それでも世間的に「性的少数者」としてひとくくりに扱わ
れるときに「異議を申し立て」たり，一定の「帰属感」を求めようと
するとき，そのコミュニティは，議論や対話によって，不断に再生産
を行ない構築し続ける必要があるのである．しかし多様な成員が入れ
換わりつつ集まるとき，共通の話題が簡単に見つからないこともある．
このとき，ライブラリがあってその蔵書について語ることができ，ア
ーカイヴがあってその集団の歴史的経緯を知ることができることは，
コミュニティの実践，すなわち再生産や構築に非常に重要な資源とな
るのである．ライブラリやアーカイヴがコミュニティそれ自体の再構
築，再構成に寄与することは，筆者にとっては今回得られた新知見で
あった． 
 
７ 結論 
 
 本稿では，少数者のライブラリが，コレクションの希少性，閲覧者
の安全性の点で重要であること，アーカイヴが，所蔵資料の脆弱性，
少数者の「自前の歴史」の構築の資源であることから重要であること，
インターネットの時代に入っても少数者のおかれた状況から重要性を
もつことを述べた． 
 これらのことを考えるために，実際に長くライブラリ・アーカイヴ
を維持・運営してきた LOUD の過去の経緯や現状を調査した． 
 この調査から，さまざまな技術的課題は多々あるものの，ひろく一
般からの理解を得つつ，「いつでもふらっと立ち寄れる場」としてライ
ブラリ・アーカイヴを維持・運営することが，少数者コミュニティの
再生産，構築にとっても重要であることが新知見として得られた． 
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用促進よりは資料の保全に重点が置かれているとここでは解しておく． 
4）日本の性的少数者のコミュニティでは事務所などのスペースを構える
ところはあまりなかったが，最近は増加している．その事務所の蔵書に
ついてはライブラリとして整備し公開するところとしないところがあ
る．性的少数者の恒常的なコミュニティ・スペースの存在には，ある程
度規模の大きい都市に場所を確保することも必要になる．小さな地域共
同体の中では，コミュニティ・スペースにアクセスすることを知人・血
縁者などに見とがめられることを当事者が恐れるからである． 
5）性的少数者（セクシュアル・マイノリティ）は，性自認または身体的
性別（sex）と社会的性別（gender）が同一（＝シスジェンダー）であ
って，性的指向（sexual orientation）が異性である人 「々以外」の人々
を指すことが多く，その他の典型的でないセクシュアリティをも含む概
念である．LGBT，LGBTI，LGBTIAQ などと省略して呼ばれることもある．
レズビアン・ゲイは性的指向が同性に向き，バイセクシュアルは両性に
向く，トランスジェンダーは出生時に割り当てられた性と性自認に食い
違いがあるために本来の性へ移行（服装を変える，ホルモン注射や手術
によって本来の性を取り戻すなど様々なレベルがある）する・した人々，
などという説明がなされるが，これらのカテゴリに重複して属する人々，
ジェンダー二分法に収まらない X ジェンダーを採用する人々など実態
は多様である． 
6）Goffman 1963=2003:79 以下 
7）性的少数者のうち，同性愛者，両性愛者などは外見ではそうとわから
ない．トランスジェンダーや性同一性障害の人々のうち，性別適合のた
めの医療を開始していない／開始後まだ外見に変化がない人々で，自分
の性自認に沿った本来の社会的性別を衣服などで明示していない人々
も同様である． 
8）小澤 2010 
9）いのちリスペクト．ホワイトリボン・キャンペーン 2014:5 
10）ibid.:9 
11）虹色ダイバーシティ 2014：26, 60 
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12）小澤 2009 
13) Kinsman 1987:66 （拙訳） 
14）Bastian, J.A and Alexander, B.2009 
15）アライ ally（同盟者）とは，当事者属性をもつ自認はないが，なん
らかの当事者性を感じて運動に参画する人のこと． 
16)性的少数者はさまざまのカテゴリを合わせ人口の 5％ほどは存在し，
それは生得的な属性またはそれに近いものだと考えられているが，殆ど
の場合はマジョリティの両親から生まれる．近代以降成人の当事者は都
市部に集まる傾向があるが，その属性を隠してクローゼットとして暮ら
す当事者が大半であり，コロニーを形成するような集住はしない．した
がって，性的少数者は国籍，人種，言語などの少数者と異なり，地縁共
同体や血縁共同体と被った集団とはならず，各地に分散している．した
がってその人々のニーズも分散している．こうした離散的需要は例えば
症例の少ない難病などにも見られる． 
17)高橋 2012：27-30 
18)社会的弱者と少数者とは異なる概念である．たとえば女性は数的には
少数者ではないが，性差別の残る現代社会では社会的弱者であり続けて
いる．少数者，とりわけ「マイノリティ」という外来語を用いるとき，
それを社会的弱者と結びつける向きもあるが，たとえば昨今の格差社会
を表す「1%と 99%」という言いあらわしの 1%は弱者ではない．しかし，
少数者であるがゆえに社会的弱者とされてしまうカテゴリの人々は現
実に存在し，性的少数者もそのひとつである． 
19)小澤 2010 
20)れ組スタジオ・東京 online http://regumi.sakura.ne.jp/retsushin/ 
(2014.05.10.取得) 
21)ドーンセンター（大阪府立男女共同参画・青少年センター） 
http://www.dawncenter.or.jp (2014.05.10.取得) 
22) Giddens 1999=2001：118 
23) 性的指向と性同一性に関するものとしては初の国連決議となる決議
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http://www.unic.or.jp/activities/humanrights/discrimination/l
gbt/ （2014.05.10.取得）から閲覧が可能． 
24) Gray 2009 
25) 小澤 2011 
26) イベント名は「Leseratten 本読むネズミたち」．性的少数者の中では，
イベント名に性的少数者が関与することを直截に表さないような名
付けをする慣習があり，それにならった．イベント開催の理由は以下
の２つである．ひとつには，ライブラリ収蔵資料の閲覧や貸出・返却
が，LOUD の月 2 回の公開日と，ときにはクローズドな各種イベント
のときに限られ，とりわけ LOUD のオープンのうち 1 回が「キャンド
ルナイト」という蝋燭の灯りだけで行なわれるものであるため，利用
時間に制約があることである．ふたつめには，昨今のとりわけ若い女
性は第三次産業従事者が多く，LOUD の公式公開日の土日にはアクセ
スできない人もあるために，平日夜の時間を確保したかったことであ
る．内容は，2 時間程度の時間をとり，参加者は収蔵資料または各自
が持ち込んだ本を読むというものである． 
27) LOUD http://space-loud.org/ (2014.05.09 取得) 
28) About LOUD http://space-loud.org/about (2014.05.09 取得) 
29) LOUD では「性自認」が女子であることとしており，早い段階から MtF
（トランスジェンダーまたは性同一性障害のうち，出生時に与えられ
た性が男性で，その後社会的性すなわちジェンダーを女性とした／し
ている人びと）利用者を受け入れている． 
30) 年会費 5000 円を払い込み，郵便の届く住所（非公開）と氏名（希望
によって公開，非公開，ハンドルネームを選択）を登録する制度．不
定期刊行のニューズレターが送られ，LOUD 主催イベントでポイントが
もらえる，ライブラリの図書を無料で借りることができる，参加費や
スペース利用料に会員割引料金が適用されるなどの特典がつく．この
年会費は創立以来変更されていない． 
31) gender identity disorder（性同一性障害）という疾患名．出生前に
本人の自認する性別と異なった身体が形成されてしまったため，医療に
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よって本来の性別を取り戻そうとする．この人々を性的少数者の中のト
ランスジェンダーの一部とみなす人々もある．しかし性同一性障害の当
事者の中には，疾患であって自分が選択して選びとったものではなく治
療すれば解決に向かう可能性があり，性的少数者の一部と括られること
はおかしいという認識をもつ人々もある． 
32) intersexual（性分化疾患）．出生および生育中に発現する疾患の総称．
多くが医療を必要とする．また，多くの患者のジェンダーは男性または
女性として安定しているが，性自認が定まる年齢以前の医療による性の
決定と，成長した段階での社会的性別や性自認が異なる場合はトランス
ジェンダーや性同一性障害と同様の問題が発生する． 
33) 維持会員は LOUD に連絡先を登録しており，延滞督促などが可能であ
るからである． 
34) LOUD NEWS No.1(1997.9.4.) 
35) LOUD NEWS No.8.(1998.6.20.) 
36) LOUD NEWS No.13(1999.9.28.) 
37) ibid. 
38) 特定非営利活動法人 SHIP  
http://www.ship-web.com/ (2014.05.11.取得) 
39) SHIP にじいろキャビン http://cs.ship-web.com/Top.html 
(2014.05.11.取得) 
40) 吉仲・星野 2012 
41) 残念なことに SHIP は再度の財政的危機に陥っていることが報道され
た．2014 年 6 月 17 日朝日新聞朝刊神奈川版「性的少数者の集う場，
資金難で存続ピンチ」 
42) 東京新聞 2014 年 5 月 11 日朝刊 1 面 「ＮＰＯ税優遇消える？大企業
減税の財源に浮上」 
http://www.tokyo-np.co.jp/article/politics/news/CK20140511020
00112.html (2014.05.11.取得) 
43) レインボープライド愛媛  
http://rainbowpride-ehime.org/Site/TOP.html (2014.05.23.取得) 
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44) えひめ LGBT センター虹力（nizi-kara）スペース 
http://rainbowpride-ehime.org/Site/nizikaraspace.html 
(2014.05.23.取得) 
45) Osora ni Niji wo Kake Mashita 
https://www.facebook.com/soranijiaomori (2014.05.23.取得) 
46) Dining Bar FAT CATS http://barfatcats.com/ (2014.06.17.取得) 
47) Oldenburg 1989=2013 
48) 近代以降，都市の発達にともない，性的少数者の都市への移動
(metronormativity 注 52 参照)が起こり，19 世紀末からは，オルデ
ンバーグの描くバーやカフェのオルタナティヴとなる，今で言うゲイ
バーなどが営まれるようになった．しかしこれらは若年者，地方在住
者の利用が困難であり，日本では女性解放運動以前は女性も利用が困
難であった． 
49) クィア学会 2008：36 
50) 例えば，和光大学の「ジェンダーフリースペース」，国際基督教大学
のジェンダー研究センター（CGS）では学生の利用できる図書・資料
とスペースが供され，性的少数者当事者や性的少数者研究を志す学生
が少なからず訪れ，居場所となっている． 
51) Delanty 2003=2006 
52) metronormativity 性的少数者の都市への移動．地方にいるより都市
にいる方が幾分か反規範的でなくいられるからである．たとえば 
http://www.brendabethman.com/weimar2013/2013/05/11/what-is-me
tronormativity/ (2014.05.23.取得) 
53) Bourdieu 1990 （原注による） 
54) Delanty 2003 = 2006: 179-180 
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48) 近代以降，都市の発達にともない，性的少数者の都市への移動
(metronormativity 注 52 参照)が起こり，19 世紀末からは，オルデ
ンバーグの描くバーやカフェのオルタナティヴとなる，今で言うゲイ
バーなどが営まれるようになった．しかしこれらは若年者，地方在住
者の利用が困難であり，日本では女性解放運動以前は女性も利用が困
難であった． 
49) クィア学会 2008：36 
50) 例えば，和光大学の「ジェンダーフリースペース」，国際基督教大学
のジェンダー研究センター（CGS）では学生の利用できる図書・資料
とスペースが供され，性的少数者当事者や性的少数者研究を志す学生
が少なからず訪れ，居場所となっている． 
51) Delanty 2003=2006 
52) metronormativity 性的少数者の都市への移動．地方にいるより都市
にいる方が幾分か反規範的でなくいられるからである．たとえば 
http://www.brendabethman.com/weimar2013/2013/05/11/what-is-me
tronormativity/ (2014.05.23.取得) 
53) Bourdieu 1990 （原注による） 
54) Delanty 2003 = 2006: 179-180 
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Why Are Sexual Minorities’ Libraries and Archives 
Important?  
―The Case of LOUD Library― 
 
OZAWA, Kaoru 
Graduate School of Humanities, Tokyo Metropolitan University 
 
     This paper aims to describe why sexual minorities’ 
libraries and archives are important. They have rare materials 
which are easy to lose in majority’s mainstream history. 
Minorities need places where they use such materials in safe. 
They are also useful to encourage minorities, to be the 
resources to write minorities’ own histories, to save themselves 
when disasters occur, and so on.  
 The interview research shows the LOUD (Lesbians 
of Undeniable Drive) library’s state, history, and some 
problems to solve in the future.  
 From over libraries and archives are important 
because not only they have their unique importance but also 
they have the function to re-product and to construct minorities’ 
communities. 
 
Key word: sexual minority, library, archive 
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